
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CASH RADAR PBS 

「メンテナンス」操作の手引き 
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はじめに

このたびは「CASH RADAR PB システム」をご導入いただき

ましてありがとうございます。 

 

「CASH RADAR PB システム」は、経理面と情報面という 2

つの側面からお客様を支援する財務系・ネットワーク系の

総合システムです。 

経理業務はもちろん、情報管理やインターネットビジネス

まで幅広い活用を実現いたします。 

使う人の様々なニーズを追求し、だれにでも簡単に操作で

きる実用性を重視した新しいシステムです。 

 

本書は CASH RADAR PB システムを正しくお使いいただくた

めに、システムの初期設定にあたる「メンテナンス」メニ

ューの操作方法を、画面を追って説明しております。 

システム内の操作ヘルプ機能とあわせてご利用下さい。 

 

安心と信頼の CASH RADAR PB システムを、末永くご愛用い

ただければ幸いです。 
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アイコンクリック後にデータアクセスエラーが発生する場合は、以下の原因が考えられますの

で、ご確認をお願いします。 

■ インターネットができない状態である 

■ セキュリティソフト等により、データサーバへのアクセスが遮断されている 

■ データサーバがメンテナンス中 

「データアクセス時にエラーが発生しました」 

 
 
 
 
 

(1)  CASH RADAR のアイコンをダブルク

リックします。 

(2)  プログラムメンテナンスが行われま

すので、しばらくお待ちください。

 

 

 

 

起動時にプログラムメンテナンスが行わ

れる事で、CASH RADAR PB システムを

常に最新の状態でご利用いただけるよう

になります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ システムの起動 

 

メンテナンスの起動

1、メンテナンスの起動 
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(1)  利用者認証ダイアログからユーザー

（＝システムの使用者）を選択しま

す。 

 

 

 

ユーザーの表示順は、メンテナンス

[システム管理]内の『ユーザー設定』

で変更することができます。 

 

(2)  パスワードを入力し、[F2 ログイン]

をクリックします。 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1、メンテナンスの起動 

２ 利用者認証（ログイン） 

選択したユーザーが、既に他端末でログ

インしている状態です。 

(同一のユーザーが複数の端末にログイ

ンすることはできません) 

大文字小文字の違いをご確認下さい 

 

パスワードが分からない場合は、システ

ム管理者にご確認下さい。 

メンテナンスの起動
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パスワードの変更（ユーザーの初回選択時） 

 
 
 
 
 
 

新規ユーザーがシステムに初めてログインする場合は、必ずパスワードの変更を行います。 
(1) 

 

パスワードを入力し、[F2 ログイン]

をクリックします。 

 

 

 

(2) ＜初回起動時のみ＞ 

「パスワードを変更して下さい」に

対し[OK]をクリックします。 

(3) ＜初回起動時のみ＞ 

パスワードを、任意のものに変更し、

[F2 OK]をクリックします。 

 

 

1、メンテナンスの起動 

メンテナンスの起動
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不正なアクセスを防ぐために、パスワードは定期的に変更を行なって下さい。 

また、その際「11111111」や「12345678」など他者が簡単に推測、入力できてしまう文字の組み

合わせは避けるようにして下さい。 

 
 
 
 

(4)  
 
 

＜初回起動時のみ＞ 

「正常に登録が行われました」に対

し[OK]をクリックします。 

(5) 変更したパスワードを入力し、 

あらためて[F2 ログイン]をクリッ

クします。 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1、メンテナンスの起動 

メンテナンスの起動

     パスワードにつきまして 
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①［トピックス］ 会計事務所やサポートセンターからのお知らせが表示されます  

②［会計・給与］ 財務会計、給与計算メニューに入ります 

③［メンテナンス］テンプレート作成や、システム設定を行うメニューに入ります 

④［お知らせ］  お知らせ(トピックス)の作成や、お知らせ送信先のグループを設

定するメニューに入ります（会計事務所版のみ利用可能） 

ここから、CASH RADAR PB システムをご利用下さい 

メンテナンスの起動

 
 
 
 
 
 
（1）メインメニューが表示されます 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

① ② ③ ④ 

３ メインメニューの表示 

1、メンテナンスの起動 
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（1）メインメニュー［メンテナンス］ボタンをクリックし、メンテナンスメニューを開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）メンテナンスメニューが表示されます 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[システム管理]タブ … 会社データの作成や、会計事務所情報の管理等を行います 

[会計テンプレート]タブ … 科目や摘要など、会計事務所共通で使用する項目の作成を行います 

[給与情報]タブ … 所得税率や社会保険料率などの法定情報の設定を行います 

 

４ メンテナンスメニューの起動 

1、メンテナンスの起動 

メンテナンスの起動
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 会社(顧問先)の名称や住所の登録・修

正・削除 
 ■ 担当者ごとの利用可能メニュー制限設

定 
 ■ 顧問先端末との「データ共有」設定 
 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 
   

2、システム管理 

１ 会社登録（新規作成） 

2‐1 会社情報設定 
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（1） 会社コードの決定・入力                    （2） 名称、住所等の情報入力 

（3） データ共有の設定                         （4） 登録 

登録（[F2 登録]→[OK]）が完了すると、[担当者登録][担当者権限設定]タブがアクティブに

なりますので、引き続き設定を行って下さい。 

 

システム管理①会社情報設定 

 
 
 
 
 

（1）各項目について 

① 会社コード 

会社を検索する時などに使用する、半角英数字 8文字の任意略称です。 

◆会社コードに使用できる文字 

・アルファベット(A～Z、a～z) ※ただし、検索時等に大文字小文字による判別はできません 

・数字 

② 顧客コード 

会社登録が行われた時点でデータセンターから自動付番される管理番号であるた

め、入力不要です。(変更等もできません) 

初期表示は「新規」となります。 

③ 
会社名 

～代表者氏名 
名称や住所等の会社情報を入力します。 

④ 現在数 

会社登録が行われた時点で自動更新されます。 

使用数＝現時点で登録されている会社数 

会社枠数＝登録可能な会社総数 

⑤ データ共有 

顧問先端末との共有設定を行います。 

◇データ共有 

顧問先端末とデータを共有する場合は「有」にチェックを入れます。 

◇データ共有先 

下段「データ共有先候補一覧」から選択された顧問先端末の会社コード、名称が

表示されます。 

◇データ共有先候補一覧 

会計事務所に接続している顧問先端末の会社コード、名称が一覧表示されます。 

（詳細は「データ共有について」に掲載） 

⑥ [F2 登録] すべての情報を入力後、登録を行います。 

⑦ [F6 新規] 
作成途中の会社情報を破棄し、あらためて会社情報を入力することができるように

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、システム管理 

2­1 会社情報設定 

    新規会社作成の流れ 
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
    
 
 

会計事務所全体で、会社コードの文字列の設定ルールを決めておくと、 

会社データの検索や絞り込みが便利になります。 

 
〔例： 会社コード設定ルール〕 会社名 5 文字+決算月 2 文字+会社種別 1 文字 

会社名 種別 決算月 担当者 会社コード 

エルモード 法人(h) 3 月 野本 Erumo03h 

アトリエ青山 法人(h) 9 月 野本 Atori09h 

駒沢文具 法人(h) 12 月 佐藤 Komaz12h 

東京ファッション 法人(h) 3 月 野本 Tokyo03h 

ふじストアー 個人(k) 12 月 池田 Fujis12k 

レストラン東洋 法人(h) 3 月 西田 Touyo03h 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

会社コードの文字列に「03ｈ」が含まれている、「決算月＝3 月」で「法人」である 

会社データが検索されます。 

 
 
 

会社コードは変更ができますので、決算月＋担当者名(03nomoto、12ikeda)や、 

担当者の通し番号(nomot001、nomot002)など、ご事務所様に便利な設定をお試し下さい。 

 

会社コードを指定しない場合は、データサーバーから自動付番される「顧客コード」が 

会社コードとして登録されます。 

 
 

 
   

[会社コード]の活用例 

「03h」で検索すると… 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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① ユーザー 

システムの使用者＝個人（例：鈴木一郎、山田花子） 

② グループ 

複数のユーザーで構成されるグループ（例：監査担当グループ、入力担当グループ） 

“全ユーザー”は登録されているユーザー全員 

③ 担当者 

その会社を操作できるユーザー、グループ 

 

システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 
 

(1)  担当者登録タブを開きます。 

 

 

会社登録を行うと、[担当者登録][担

当者権限設定]タブがそれぞれアクテ

ィブになります。 

 

(2)  左ブロックの「グループおよびユー

ザー一覧」の中から、右ブロックの

「担当者一覧」へ移動し、[F2 登録]

をクリックします。 

 

 

 

ここで登録されていないグループや

ユーザーは、当該会社データの会計・

給与を操作する事ができません。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 担当者登録 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

     用語の定義 
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システム管理①会社情報設定

 

グループ、ユーザーが利用できる業務メニューを制限するための設定です。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

(1)  担当者権限設定タブを開き、権限を

設定したいグループ、ユーザー名に

カーソルを合わせます。 

 

 

 

(2)  業務一覧の中から、選択したグルー

プ、ユーザーが操作可能にしたい業

務にチェックを入れます。 

 

初期値は全チェックボックスが空欄

になっています。この状態では、担当

者は、業務を選択することができませ

ん。 

 

設定が終了した後に、[F2 登録]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 担当者権限設定 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

      権限設定とは 

現金出納帳と 

銀行帳のみ「可」 

監査メニューと 

入力メニュー「可」 
全メニュー「可」 

所長・副所長 監査担当グループ 入力担当グループ 
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 

 

 

 ◆ ユーザー（個人）とそのユーザーが属するグループが重複して登録されている場合、 

権限の適用は「ユーザーの権限」＋「グループの権限」となります。 

 

ユーザー ユーザーが所属するグループ 

山田 太郎 

監査担当グループ 
佐藤 次郎 

北野 容子 

瀬名 麻衣 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

権限の適用につきまして 

「監査担当グループ」は

全メニュー使用可能 

「佐藤次郎」は全メニュ

ー使用不可 

この場合、「監査担当グループ」と「佐藤次郎」の権限設定が包括で認識されるた

め、佐藤次郎さん個人は“使用不可”と設定されているにかかわらず、財務会計の

全メニューが操作可能となります。 

このように、グループ内の特定の個人のみ権限を外す事は、原則行うことができま

せん。 
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 
 

(1)  会社登録タブ内の会社選択ボタンを

クリックし、選択ダイアログを表示

します 

(2)  修正・削除したい会社を検索し、

[F2OK]をクリックします。 

 

 

 

 

会社選択には、登録されているすべて

の会社が表示されます。 

(3)  削除を行う場合は[F9 削除]をクリ

ックします。 

その後の確認ダイアログに対しては

[はい]をクリックして下さい。 

 

 

※修正の場合は、修正後に[F2 登録]

をクリックします。 

 

４ 登録済み会社情報の修正・削除 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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システム管理①会社情報設定

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ◆ 会社選択画面の検索欄では、「会社コード検索」及び「会社名検索」に入力した文字が含まれる会社

を検索することができます。 

 

＜例１＞ 

       
 
 
 
 
 
 
 
 

＜例２＞ 

 
 
 
 
 
 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

会社名「東」で検索すると… 

会社名「東京」で検索すると… 

東日本、東京、東洋など【 東 】という

文字が含まれる会社が検索されます。 

【 東京 】という文字が含まれる会社の

みが検索されます。 

    会社の検索について 

顧問先端末の「１社目」として運用され

ている会社情報は削除ができません。 

顧問先端末の２社目以降として「データ

共有」している会社情報は削除を行うこ

とができません。 
(データ共有＝無に変更することで削除ができ

るようになります) 
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 
 
（1）データ共有とは？ 

 「データ共有」をする事により、会計事務所以外の端末でもデータ入力ができるようになります。 

 

 

    

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    データ共有は、原則、顧問先端末のセットアップ時に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       ※セットアップ後に共有設定を行うことも可能です。 

 

 

５ データ共有について 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

＜顧問先＞ 

システムをインストール。 

この際に、作成済み会社データの

「顧客コード」を登録する。

＜会計事務所＞ 

あらかじめ、共有したい会社データ

を作成しておく。 

データ共有 

完了 

【株式会社エルモード】 

・会社コード＝erumo03h2 

・顧客コード＝00000369 

会計事務所 
エルモード 2 台目 

エルモード 1 台目 

会計事務所で作成した会社データ「株式会社エルモード」を、株式会社エルモード所有の

顧問先端末でも入力することができるようになります。 

「データ共有＝有」の場合 
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（1）データ共有の方法（原則） 

①  ＜会計事務所作業＞ 

会計事務所側で、共有したい会社情

報(マスタ)を作成しておきます。 

②  

 

 

 

 

 

＜顧問先端末作業＞ 

顧問先端末にシステムをセットアッ

プ。 

この際に、会計事務所であらかじめ

作成しておいた会社の「顧客コード」

を入力します。 

 

 

ここでは、インストールの手順は省略します。 

③  ＜共有後の会社登録画面＞ 

データ共有「有」と設定されます。

なお、顧問先端末の“１社目”にあ

たるデータとなるため、共有設定の

変更や会社データの削除を行うこと

はできません。 

 

 

新たに[ユーザー設定][グループ設定][利用者権

限設定]タブが選択可能になります。 

システム管理①会社情報設定

６ データ共有の方法 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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（2）データ共有の方法（複数２社目以降） 

 既にデータ共有を行っている顧問先端末で、複数企業システム２社目以降のデータを共有する場合は下

記①②③の作業を行います。 

①  ＜会計事務所作業＞ 

共有したい会社情報(マスタ)を開

き、「データ共有」欄を『有』とチェ

ックします。 

②  

 

 

 

 

 

＜会計事務所作業＞ 

「データ共有候補一覧」内の共有し

たい会社の会社コードをクリック

し、確認のためコードを入力します。

 

 

 

 
「データ共有先候補一覧」には、データ共有して

いる顧問先端末の 1 社目にあたる会社が表示

されます。 

 

③  ＜会計事務所作業＞ 

「データ共有先」に会社名が表示さ

れたら、［F2 登録]をクリックしま

す。 

 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

システム管理①会社情報設定
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 

（3）データ共有の方法（顧問先端末からの共有設定） 

 データ共有の設定は、顧問先端末からも行うことができます。 

①  

 

 

 

 

 

＜顧問先端末作業＞ 

共有したい会社情報(マスタ)を開

き、「データ共有」欄を『有』とチェ

ックします。 

 

 

 

 
「データ共有先」には、契約している会計事務

所が自動的に設定されます。 

 

 

（4）データ共有時のエラー 

 

(会社コード入力時) 

会社情報設定の「データ共有先候補一覧」で選択(クリック)し

た会社コードと異なる会社コードを入力したためです。 

 

(会社情報設定[F2 登録]時) 

共有しようとしている顧問先端

末における登録可能会社数が、

上限に達しているためです。 

 

 

 

 

 

 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 

（5）データ共有の解除 

「データ共有＝有」の会社を「無」に変更した場合、「E/U 側のみで使用できる会社」となるため、 

会計事務所において、その会社データを操作することができなくなります。 

①  会社情報(マスタ)を開き、「データ共

有」欄を『無』とチェックします。

 

 

②  [F2 登録]をクリックすると、確認ダ

イアログが表示されますので[はい]

をクリックします。 

 

 

 

一度共有した会社データの共有を解除して、会計事務所側でのみ使用できる会社にする場合は、顧問先端

末側のライセンスを終了する必要があります。 

 

 

 

 

 
 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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共有している顧問先端末の「ユーザー設定」と同じ画面が表示され

ます。 

 

ここで行った新規作成や修正などの内容は、そのまま共有している

顧問先端末に反映されます。 

また、ここでの内容は会計事務所には反映されません。 

会計事務所のユーザー設定を行う場合はシステム管理メイン画面

より、【ユーザー設定】メニューを選択して下さい。 

システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 
 
「データ共有＝有」の会社では、会計事務所側の会社情報設定［ユーザー設定］タブで、顧問先端末の 

ユーザーを新規作成・修正・削除することができます。 

各項の操作手順は「2-3 ユーザー設定」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

７ （データ共有）ユーザー設定 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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共有している顧問先端末の「グループ設定」と同じ画面が表示され

ます。 

 

ここで行った新規作成や修正などの内容は、そのまま共有している

顧問先端末に反映されます。 

また、ここでの内容は会計事務所には反映されません。 

会計事務所のグループ設定を行う場合はシステム管理メイン画面

より、【グループ設定】メニューを選択して下さい。 

システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 
 
「データ共有＝有」の会社では、会計事務所側の会社情報設定［グループ設定］タブで、顧問先端末の 

グループを新規作成・修正・削除することができます。 

各項の操作手順は「2-3 ユーザー設定」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ （データ共有）グループ設定 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 
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共有している顧問先端末の会社情報設定「利用者権限設定」と同

じ画面が表示されます。 

 

ここで設定した内容は、そのまま共有している顧問先端末に反映さ

れます。 

また、ここでの内容は会計事務所には反映されません。 

会計事務所の利用者権限(担当者権限)設定を行う場合は、【担当

者権限設定】タブを選択して下さい。 

① ユーザー 

システムの使用者＝個人（例：鈴木一郎、山田花子） 

② グループ 

複数のユーザーで構成されるグループ（例：監査担当グループ、入力担当グループ） 

“全ユーザー”は登録されているユーザー全員 

③ 担当者・利用者 

その会社を操作できるユーザー、グループ。 

会計事務所端末では「担当者」、顧問先端末では「利用者」と便宜上読み分けます。 

システム管理①会社情報設定

 
 
 
 
 
 
 
「データ共有＝有」の会社では、会計事務所側の会社情報設定［利用者権限設定］タブで、顧問先端末の 

ユーザー、グループの利用者権限を設定することができます。 

各項の操作手順は、会社情報設定「③担当者権限設定」をご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

９ （データ共有）利用者権限設定 

2、システム管理 

2‐1 会社情報設定 

     用語の定義 
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① 顧客コード データセンターから自動付番されるため、入力不要です。 

② 現在数 登録済み会社数と、登録可能上限数が表示されます。 

③ 事務所情報 名称や住所等を入力します。(会計事務所のセットアップ時に入力) 

④ [F2 登録] 修正等があった場合は[F2 登録]をクリックします。 

 ■ 会計事務所の名称や住所の登録・修正 
 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 
 ■ 会計事務所のみ利用可能 
   

2、システム管理 

1 画面の説明 

2‐2 会計事務所情報設定

システム管理②会計事務所情報設定
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（1）手順  

(1)  ユーザー一覧画面で[F2 作成]キー

をクリックします 

 

 

 

 

新規作成は「管理者権限＝◯」のユーザ

ーのみ実行可能です 

 

(2)  各項目を入力し、[F2OK]をクリック

します 

 ■ ユーザーの登録・修正・削除 
 ■ ユーザーの権限パスワードの変更 
 ■ 一部コマンドは管理者権限ユーザーの

み実行可能 
   

2、システム管理 

１ ユーザーの新規作成 

2‐3 ユーザー設定 

システム管理③ユーザー設定
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（2）各項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ユーザーID ログイン時等にユーザーを識別するために必要な文字列です。(最大 16 文字)  

半角英数字、及び次の半角記号が使用可能です。 

@『アットマーク』 .『ドット』 -『ハイフン』 _『アンダーバー』 

 

既にデータサーバーに登録されている文字列は使用できません。 

[チェック]をクリックする事で、入力した文字列が使用可能か否かを確認することがで

きます。 

② システム管理

者権限 
作成したユーザーに「システム管理者」の権限を与える場合はチェックを入れます。 

③ パスワード ユーザーID と組み合わせて、ユーザーを識別するために必要な文字列です。(8 文字～

20 文字)  

半角英数字、及び次の半角記号が使用可能です。 

@『アットマーク』 .『ドット』 -『ハイフン』 _『アンダーバー』 

 

 

 

システム管理③ユーザー設定

2、システム管理 

2‐3 ユーザー設定 
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ログインしているユーザー（本人）を

削除することはできません。 
システム管理者権限のある別のユー 
ザーでログインして、削除を行って下

さい。 

 
 
 
 
 
 
 
（1）修正 

①  該当のユーザーにカーソルがある状

態で、[F7 修正]をクリックします。

 

修正ダイアログが開きますので、修

正を行い [F2OK]をクリックします。

 

 

「管理者権限＝なし」のユーザーは、本人

以外の情報、および本人の権限を修正す

ることはできません。 

 

（2）削除 

①  該当のユーザーにカーソルがある状

態で[F9 削除]をクリックします。 

 

確認ダイアログで[はい]をクリック

すると、削除が実行されます。 

 

 

 

 

削除は「管理者権限＝◯」のユーザーのみ

実行可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ユーザーの修正・削除 

2、システム管理 

2‐3 ユーザー設定 

システム管理③ユーザー設定
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システム管理③ユーザー設定

① ユーザー 

システムの使用者＝個人（例：鈴木一郎、山田花子） 

② グループ 

複数のユーザーで構成されるグループ（例：監査担当グループ、入力担当グループ） 

“全ユーザー”は登録されているユーザー全員 

③ 担当者・利用者 

その会社を操作できるユーザー、グループ。 

会計事務所端末では「担当者」、顧問先端末では「利用者」と便宜上読み分けます。 

 
 
 
 
 
 
 

 

(1) 

  [F12 表示順変更]をクリックし、変

更ダイアログを立ち上げます。 

(2)  並び順を変更したいユーザーにカー

ソルがある状態で↑ ↓ ボタンで

調整し、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、システム管理 

３ ユーザーの並べ替え 

2‐3 ユーザー設定 

      用語の定義 
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システム管理④グループ設定

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループを作成する事により、担当者登録・担当者権限設定(※)がより簡単にできるようになります。 

 (※)「担当者登録」「担当者権限設定」につきましては 2-1 会社情報設定②③をご参照下さい） 

ユーザー 所属するグループ 業務 操作のルール 

鈴木 鉄平 
入力担当 帳簿入力 

帳簿入力のみ操作可 

(帳票の閲覧や、監査・決算業務は不可)池田 正美 

山田 太郎 

監査１課 
監査、決算、 

コンサルティング 
全メニュー操作可 西田 晴江 

佐藤 次郎 

   

1 つのグループ(例：入力担当)に 3人のユーザーが登録されている場合、会社情報設定の担当者登録画面で

3 人のユーザーを選択せずに、「入力担当」グループを追加すれば、自動的にそのグループ内の 3 人のユー

ザーが登録されたことになります。 

  また、担当者権限設定でグループごとにメニュー制限が可能ですので、入力担当と監査担当が異なる場合な

どグループ分けして管理することをお勧めします。 

 

 

          

 ■ グループの登録・修正・削除 
 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 
   
   

株式会社エルモード 

◯ 帳簿入力 ◯

◯ 帳票印刷 ×

◯ 監査・決算 ×

駒沢文具 

◯ 帳簿入力 ◯

◯ 帳票印刷 ×

◯ 監査・決算 ×

2、システム管理 

2‐4 グループ設定 

１ グループとは 

監査 1課 

（現在 3 名） 

入力担当 

（現在 2 名）

例） 

◆一人ずつではなく、グループ単位で操作権

限の設定が可能になります。 

 
◆グループのメンバー(ユーザー)に入替えがあ

った場合も、1 社ずつ担当者設定を変更

する必要はありません。 
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システム管理④グループ設定

      
 

 

 

 

 

(1)  グループ設定画面で[F7 新規]キー

をクリックし、グループ名を入力し

ます 

(2)  

 

 

 

 

 

グループへ所属させたいユーザー

を、[ユーザー一覧]から[グループ所

属ユーザー]へ  ≪  ボタンで移

動させます。 

 
 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

２ グループの新規作成 

2、システム管理 

2‐4 グループ設定 
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(1)  グループ一覧から、修正したいグル

ープを選択します。 

 

 

 

グループ名の変更を行う場合は、グルー

プ名欄に直接入力して下さい。 

 

(2)  

 

 

 

 

 

ユーザーをグループから外したい場

合は  >> ボタンを、追加したい場合

は  << ボタンをクリックして移動

します。 

 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

３ グループの修正 

2、システム管理 

2‐4 グループ設定 

システム管理④グループ設定
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システム管理④グループ設定

 

グループの削除を行うと、各会社データの会社情報設定［担当者登録］からも当該グループが

削除されます。 

グループに所属していたユーザー個人も［担当者登録］されていた場合、そのユーザー個人は

削除されません。 

      
 

 

 

 

 

 

(1)  グループ一覧から削除したいグルー

プを選択し、[F9 削除]をクリックし

ます。 

 

(2)  

 

 

 

 

 

確認メッセージに対し［はい］をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ グループの削除 

2、システム管理 

2‐4 グループ設定 

     グループ削除後の会社情報設定 



- 35 - 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 操作履歴の閲覧・出力 
  (年月日別、会社別、ユーザー別など) 
   
   

１ 操作履歴の表示 

2、システム管理 

2‐5 操作履歴 

システム管理⑤操作履歴



- 36 - 

  

 
 
 
 

 

（1）各項目について 

① 対象期間 
操作が行われた日時です。 

年月日と時刻を入力して下さい。※年月日のみ、時刻のみによる検索はできません。 

② ユーザー区分 

操作を行ったユーザーの区分です。※選択必須の項目 

AO･･･会計事務所のユーザー 

EU･･･顧問先のユーザー 

③ ユーザー名 

操作を行ったユーザーの名前(削除済みユーザーも含む)です。 

名前に、入力された文字列が含まれるユーザーが全て検索対象になります。 

〔例〕「山」という文字で検索した場合は山田、山本など名前に「山」が含まれるユ

ーザーが検索対象となります。 

なお、フルネームで検索する場合は、姓と名の間にあるスペースも正確に入力

する必要があります。 

④ 会社コード 
操作が行われた会社の会社コードです。 

会社コードに、入力された文字列が含まれる会社が全て検索対象になります。 

⑤ 会社名 

操作が行われた会社の名称です。 

会社名称に、入力された文字列が含まれる会社が全て検索対象になります。 

〔例〕「山」という文字で検索した場合は山田商店、岡山工業など名前に「山」が含

まれる会社が検索対象となります。 

⑥ 業務 

操作が行われた業務です。 

以下の５業務が対象です。 

・財務会計   ・給与計算   ・メンテナンス   ・お知らせ 

・共通（ログイン、メインメニュー） 

⑦ 画面名 
操作が行われた画面名(＝メニュー名)です。 

〔例〕仕訳日記帳、決算更新 

⑧ イベント 

行われた操作内容です。 

以下の１４イベントが対象です。 

1.システムログイン 2.システムログアウト 3.会社ログイン 4.会社ログアウト 

5.業務開始 6.業務終了 7.登録 8.登録失敗 9.削除 10.削除失敗 11.印刷 

12.印刷失敗 13.ファイル作成 14.ファイル作成失敗 

⑨ 検索ボタン 検索条件入力後、検索ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

2、システム管理 

2‐5 操作履歴 

システム管理⑤操作履歴



- 37 - 
システム管理⑤操作履歴

  

 
 
 
 

 

（2）エラーメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔例 1〕2010 年 4 月 1 日の、会計事務所ユーザー「山田 太郎」の操作履歴を検索する場合

対象期間 
2010/4/1 00：00～ 

2010/4/1 23：59 
ユーザー区分 「A/O」のみにチェック 

ユーザー名 

「山田」   

※ただし、山田姓が 2 人以上いる場合

は、名前まで入力 

会社コード 空欄 

会社名 空欄 業務 空欄 

画面名 空欄 イベント 空欄 

〔例 2〕2010 年 4 月 1 日の、会社「エルモード」の会計メニューの操作履歴を検索する場合 

対象期間 
2010/4/1 00：00～ 

2010/4/1 23：59 
ユーザー区分 「A/O」「Ｅ/Ｕ」両方チェック 

ユーザー名 空欄 会社コード (エルモードの会社コード) 

会社名 
「エルモード」(会社コードがある

場合は空欄でも可) 
業務 財務会計 

画面名 空欄 イベント 空欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

表示可能な履歴は 1,000 件までとなり 
ます。 

無条件(条件＝なし)の検索はできませ

ん。 

2、システム管理 

2‐5 操作履歴 

     履歴の検索例 
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会計テンプレート①消費税テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 財務会計[消費税設定]のテンプレート

データ作成・修正 

 ■ テンプレート初期化 

 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 

 ■ 会計事務所のみで利用可能 

3、会計テンプレート 

１ 各項目の説明 

3‐1 消費税テンプレート
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 会計テンプレート①消費税テンプレート

 

勘定科目や摘要など、全社共通で使用したい項目、統一したい項目をあらかじめ作成し

ておくメニューです。 

ここで作成した内容は、会社を新規作成した際に取り込まれます。 

 

 

 

 

 

 

① 消費税コード 
システム標準の消費税区分コード(半角数字３桁)があらかじめ設定されています。  

変更はできません。 

② 消費税区分名 
課税/非課税、取引内容、税率が表示されます。 

変更はできません。 

③ 略称 

消費税区分名の略称です。仕訳入力時の消費税選択ダイアログにこの略称が表示されま

す。 

任意の名称に変更可能です。 

④ 税率 当該消費税区分の税率を表示します。 

⑤ [F2 登録] 略称の変更があった場合は、F2 登録を実行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既存の会社データについては、会計テンプレートの変更・追加等を行っても 

その内容は反映しません。 

 

 

 

 

 

3、会計テンプレート 

3‐1 消費税テンプレート

    テンプレートとは？ 

 
新規作成する会社データ 

会計テンプレート 

・勘定科目 

・摘要 

・消費税 テンプレートで作成しておいた情報

が取り込まれます。 
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会計テンプレート②勘定科目テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 財務会計[科目設定]のテンプレートデー

タ作成・修正・削除 
 ■ テンプレート初期化 
 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 
 ■ 会計事務所のみ利用可能 

3‐2 勘定科目テンプレート

3、会計テンプレート 

１ 各項目の説明 
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① 業種選択 法人(一般)、法人(建設)、法人(医療)、個人事業者の 4業種から選択します。 

② コード 

勘定科目の入力コードです。（数字 4桁） 

変更する場合は、重複しない 4桁の数字を入力します。大・中分類のコードは変更でき

ません。 

③ 名称 科目コードに対応する勘定科目名を表示します。（全角 12 文字以内） 

④ カナ検索 頭文字検索を行うためのキーワードです。（半角カナ 10 文字以内） 

⑤ ローマ字検索 頭文字検索を行うためのキーワードです。（半角ローマ字 10 文字以内） 

⑥ 貸借区分 金額が増加する仕訳を入力した場合、計上する区分です。 

⑦ マイナス処理 残高の計算方法が通常と逆になる科目を「対象」とします。〔例〕貸倒引当金 

⑧ 消費税集計 「消費税集計表」の対象科目を「対象」とします。 

⑨ 消費税 仕訳入力時に初期表示する消費税区分です。 

⑩ 変動損益項目 
「変動損益計算書」に集計する変動項目です。 

※損益科目のみ 

⑪ 資金繰項目 「資金繰り表」に連動される項目です。 

⑫ [F2 登録] 入力した内容を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3‐2 勘定科目テンプレート

3、会計テンプレート 
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会計テンプレート②勘定科目テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

(1)  追加したい行の 1 つ上の勘定科目に

カーソルがある状態で、[F6 科目作

成]をクリックします。 
 
※勘定科目[売上高]にカーソルがあ

る状態の場合、新しい勘定科目は[売
上高]の下に追加されます。 

(2)  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

空欄の行が追加されますので、任意

のコードや名称を入力します。 

(3)  必要事項の入力後、[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

２ 科目の追加（新規作成） 

3、会計テンプレート 

3‐2 勘定科目テンプレート
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テンプレートの変更（追加・修正・削除）を行った場合、変更された内容は、その後新規作成さ

れる会社データに反映します。 

既に作成済みの会社データには反映しません。 

 

会計テンプレート②勘定科目テンプレート

 

 

 

 

 

 
 

(1)  修正したい勘定科目にカーソルを合

わせ、入力・選択を行います。 

(2)  
 
 
 
 
 
 
 
 

修正後、[F2 登録]をクリックします。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、会計テンプレート 

3‐2 勘定科目テンプレート

３ 科目の修正 

    テンプレートの変更 
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(1) 

 削除したい勘定科目にカーソルがあ

る状態で、[F9 行削除]をクリックし

ます。 

(2)  
 
 
 
 
 
 
 
 

削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

3、会計テンプレート 

3‐2 勘定科目テンプレート

４ 科目の削除 

会計テンプレート②勘定科目テンプレート
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会計テンプレート③摘要テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 財務会計[摘要設定]のテンプレートデー

タ作成・修正・削除 
 ■ テンプレート初期化 
 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 
 ■ 会計事務所のみ利用可能 

3、会計テンプレート 

１ 各項目の説明 

3‐3 摘要テンプレート
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会計テンプレート③摘要テンプレート

 

頻繁に発生する取引をあらかじめ「摘要」として作成しておくことで、仕訳入力を簡単に、誤

りなく行うことができます。 

 

〔例〕  

 

                                    という摘要を作成しておくと・・・ 
 

 

 

 

仕訳の入力時に                を選ぶだけで、雑給／現金の税外取引仕訳が作

成されます。 
（仕訳に紐付けされる補助科目や損益部門は、個々の会社データ内の摘要設定で設定できます）

 

 

 

 

 

 

① 業種選択 法人(一般)、法人(建設)、法人(医療)、個人事業者の 4業種から選択します。 

② 
摘要名 

(検索) 

使用されている文字列から、摘要を絞込み表示します。 

〔例〕「入金」という文字で検索した場合、“売上の入金”、“借入金返済”など、 

「入金」という文字列が含まれた摘要をすべて表示します。 

③ 
勘定科目 

(検索) 

使用されている勘定科目から、摘要を絞り込み表示します。 

〔例〕売掛金とした場合、借方・貸方のいずれかに「売掛金」という科目が使用されて

いる摘要をすべて表示します。 

④ 現在登録数 登録している摘要数を表示します。（最大 1,000 件） 

⑤ コード 摘要コードを表示します。（数字 4桁）※変更不可 

⑥ 摘要名 摘要コードに対応する摘要名を表示します。（全角 20文字以内） 

⑦ 
カナ検索 

ローマ字検索 
頭文字検索を行うためのキーワードです。（半角カナ/半角ローマ字 10 文字以内） 

⑧ 
借方科目 

(貸方科目) 
摘要情報として設定されている借方科目(貸方科目)を表示します。 

⑨ 消費税 摘要情報として設定されている取引内容に該当する消費税区分を表示します。 

⑩ [F2 登録] 入力した内容を登録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3‐3 摘要テンプレート

3、会計テンプレート 

     摘要とは？ 

 

「アルバイト代」 

  (借方) 雑給 ／(貸方) 現金 税外取引

「アルバイト代」 
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会計テンプレート③摘要テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

(1)  画面の最下行（空欄の行）に、摘要

名等を入力します。 

(2)  ［F2 登録］をクリックします。 

(3)  コードが自動付番されます。 

 

3‐3 摘要テンプレート

２ 摘要の追加（新規作成） 

3、会計テンプレート 

3‐3 摘要テンプレート
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会計テンプレート③摘要テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  修正したい摘要を検索し、必要箇所

を入力します。 
 
 

 
コードの修正はできません。 

(2)  ［F2 登録］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、会計テンプレート 

3‐3 摘要テンプレート

３ 摘要の修正 
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会計テンプレート③摘要テンプレート

 

 

 

 

 

 

 

(1)  削除をする摘要にカーソルを合わ

せ、［F9 行削除］をクリックします。

(2)  削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

４ 摘要の削除 

3、会計テンプレート 

3‐3 摘要テンプレート



- 50 - 
会計テンプレート③摘要テンプレート

 

 

 

 

 

 

 
(1)  業種を扇滝し、[F12 表示順変更]を

クリックします。 

 

 

 

 

(2)  
 
 
 
 
 
 
 
 

並べ替えをしたい摘要にカーソルが

ある状態で、矢印ボタンをクリック

して順番を調整します。 

 

 

なお、ヘッダー項目（コード、摘要名、カナ検

索、ローマ字検索）をクリックすると、各項目

の昇順・降順に並べ替えができます。 

 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 

５ 摘要の並べ替え 

3、会計テンプレート 

3‐3 摘要テンプレート
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給与計算システムの自動計算に使用する所得税情報（所得税率、非課税通勤費額の対応する税率および税

額、金額テーブル）、社会保険情報（健康保険・厚生年金・雇用保険の料率）、および銀行情報（銀行マス

タ・支店マスタ）を確認することができます。 

― メニュー 内容 

所得税 

所得税月額表甲欄 

甲欄社員の源泉徴収税の計算テーブルです。 

｢電子計算機等を利用して源泉徴収税額を計算する方法｣を採用して

います。 

所得税月額表乙欄 乙欄社員の源泉徴収税の計算テーブルです。 

所得税賞与テーブル 賞与の源泉徴収税の計算テーブルです。（甲欄、乙欄） 

所得税年末調整 
電子計算機等を使用して年末調整を行う場合の計算テーブル、早見

表です。 

通勤費非課税限度額 
給与に加算して支給する通勤手当や通勤定期券の、非課税限度額の

判定テーブルです。 

社会保険 

健康保険料額表 

協会けんぽ管掌の健康保険料テーブルです。 

なお、組合管掌の健康保険料率は、給与計算メニューで個別に設定

します。 

厚生年金保険料額表 

政府管掌の厚生年金保険料テーブルです。 

なお、基金加入の厚生年金保険料率は、給与計算メニューで個別に

設定します。 

雇用保険料率 一般事業、特掲事業の雇用保険料テーブルです。 

銀行情報 銀行情報 全銀協の金融機関コード、支店コードの一覧テーブルです。 

納税情報 納税市区町村 住民税納付などの際に必要な、市町村コードの一覧テーブルです。

 

 ■ 所得税や社会保険など、給与計算の法定

情報管理 
 ■ 内容の更新は、自動メンテナンスにより

実施 
   
   

１ 給与情報とは 

４、給与情報 

給与情報
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給与情報

 
 
 
 
 
 
税法や社会保険料率の改正、銀行の統廃合、市町村の合併など給与情報(法定情報)に改定があった場合は、

センターサーバにおいてデータ更新を実施いたします。 

更新された内容は、システム起動時の自動メンテナンスにより、各端末に反映されます。 

したがって、「給与情報」の各メニューに修正・削除の機能はありません。 

 

 

    

 
 
 
 
 
 
 
 
例《 厚生年金保険料額表設定 》 
 

 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

料額表が適用された最新の年月日

を表示します。 

４、給与情報 

２ 自動メンテナンスについて 

センターサーバ 

給与情報 

データ更新 

ユーザー端末へ 
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CASH RADAR PBS 
「メンテナンス」操作の手引き 
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